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悲
劇
は
突
然
訪
れ
ま
す

　

交
通
事
故
は
普
段
生
活
す
る
上
で
一
番
身
近
な
災
害
で
す
。
ひ
と
た
び
事
故

が
起
き
て
し
ま
う
と
被
害
者
、
加
害
者
だ
け
で
な
く
周
り
の
人
た
ち
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
上
尾
市
で
は
10
月
末
現
在
で
９
５
２
件
の
交
通
事
故

が
起
き
、
負
傷
者
数
は
１
、１
３
１
人
、
１
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
故
を
防
ぐ
に
は
何
が
必
要
で
す
か
。
自
己
を
守
る
に
は
何
が
大
切
で
す
か
。

近
年
増
加
し
て
い
る
自
転
車
の
事
故
を
考
え
ま
す
。

　
市
内
で
起
き
た
自
転
車
事
故
の
7
割
以
上
は
、
交
差

点
と
そ
の
付
近
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
信
号
機

の
な
い
交
差
点
で
は
自
動
車
と
の
出
会
い
頭
の
事
故
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
見
通
し
が
悪
い
交
差
点
や
一
時
停
止
の
標
識
の
あ
る

と
こ
ろ
で
は
、
必
ず
止
ま
っ
て
安
全
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
自
転
車
も
車
両
で
す
。
一
時
停
止
場
所
は
停
止

し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
市
内
で
の
自
転
車
が
関
係
す
る

事
故
は
、
午
前
6
～
9
時
の
通
勤
・

通
学
の
時
間
帯
と
、
午
後
3
～
6

時
の
夕
暮
れ
時
に
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
急
い
で
る
と
き
や
暗
く

て
視
界
が
悪
い
と
き
は
、
周
囲
の

状
況
が
把
握
し
に
く
く
な
り
非
常

に
危
険
で
す
。

　
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
時
間
に

ゆ
と
り
を
持
ち
、
ま
た
夕
暮
れ
時

は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
、
自

分
の
存
在
を
周
り
の
歩
行
者
や
自

動
車
に
気
付
い
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
事

故
で
死
に
至

る
原
因
は
頭

部
損
傷
が
最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
約
4

人
に
1
人
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
で
防

げ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
を

運
転
す
る
幼
児
・
児
童（
13
歳
未
満
）の

保
護
者
は
幼
児
・
児
童
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
幼
児
を
幼
児
用
シ
ー
ト
に
乗
せ

る
時
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

⇨
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民
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自動車
47.0%
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歩行者7.9%
（81人）

原付車6.8%（70人）
自動二輪車5.0%（51人）

自転車
33.3%
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※全て平成25年1月1日～₉月30日の数値です。数値で見る上尾市の交通事故状況

ストップ！
自転車事故

状態別交通事故発生状況 年齢層別自転車事故死傷者率 時間帯別自転車事故発生件数

割
以
上
が

交
差
点
で
発
生

７

ぐ
心
が
事
故

の
も
と

急

ぶ
る
だ
け
で

も
事
故
防
止

か

子どもを守るためにもヘルメッ
トの着用を

自転車からは、車が見えていても
車からは、自転車が見えないことも…

車からの死角部分
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市内の全交通事故の約₃割
が自転車事故です。

若年層と高齢者の自転車事故が全
体の約₆割を占めています。

通勤・通学時間帯に事故が多発
しています。
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自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電

話
を
操
作
し
た
こ
と
が
原
因
に
な
っ
た
事
故
が
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
な
ど
を
使
用
し
て
音
楽
を
聴

き
な
が
ら
の
運
転
も
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
危
険
で
す
。

　
障
害
物
の
発
見

が
遅
れ
た
り
、
片

手
運
転
の
た
め
避

け
き
れ
な
い
な
ど

事
故
に
遭
っ
た
り
、

歩
行
者
に
ぶ
つ
か
っ

て
け
が
を
さ
せ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

交通事故を防ぐため、さまざまな取り組みをしている
皆さんにお話を伺いました。

　
歩
行
中
や
自
転
車

乗
車
中
の
高
齢
者
が
被
害
者
に

な
っ
た
交
通
事
故
の
大
半
が
自
宅
周
辺
で

起
き
て
い
ま
す
。
慣
れ
た
道
で
も
安
全
確

認
が
必
要
で
す
。
横
断
歩
道
が
あ
れ
ば
必

ず
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
高
齢
者
の
道
路
横
断
中
の
事
故
で

﹁
横
断
完
了
寸
前
﹂が
多
い
の
は﹁
ま
だ
間

に
合
う
と
思
う
意
識
﹂と﹁
身
体
機
能
の
衰

え
﹂と
の
隔
た
り
が
事
故
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
昨
年
1
年
間
の

う
ち
、
市
内
の
人
身
事
故
件
数

が
最
も
多
か
っ
た
の
は
12
月
で
し

た
。
夕
暮
れ
時
は
急
に
辺
り
が
暗

く
な
る
た
め
、
自
動
車
や
自
転
車
、

人
影
が
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
歩
行
者
や
自
転
車
に
乗
る
人
は

﹁
反
射
材
を
身
に
付
け
る
﹂﹁
で
き
る

だ
け
広
く
明
る
い
道
を
通
る
﹂な

ど
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
よ

う
周
囲
に
注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ

い
。

　﹁交通安全は家庭から﹂を合言葉に交通事故撲滅を目指して活
動しています。老人会や子ども会などと協力しながら、交通安全

の啓発に努めています。交通事故により大切な
家族が命を落とすことや相手にけがをさせるこ
とがないよう、毎日の生活の中で交通安全に
ついて家族みんなで取り組んで欲しいと思い
ます。

交通安全母の会連合会 会長

栗
くり

子
こ

映子さん

家族みんなで交通安全

　交通事故は突然に人々を悲しま
せ、苦しみを与えます。また、いつ、
どこで遭遇してしまうのか分かりませ
ん。道路を利用する皆さんが普段か
ら交通安全を意識し、自分だけでは
なく周りのことにも注意して安全を確
認すれば交通事故を防ぐことができ
ます。

上尾警察署 交通課長

井
い

達
だて

初
かず

行
ゆき

さん

交通事故に遭わないために

　私たちの住む上尾市は地形的に平坦で
自転車利用の環境に優れています。しか

し乗り方を間違えると大きな事故につ
ながります。
　自転車の事故で多い原因は、安
全不確認と一時不停止です。交通
ルールを守って、安全に楽しく乗
りましょう。

自転車安全利用指導員 代表

田村耕一さん

安全に楽しく自転車利用

みんなで目指そう
交通事故のない上尾

冬の交通事故防止運動道路交通法の一部改正

※道路交通法一部改正の詳しい内容は市ホームページをご覧ください。

①平成25年12月13日までに施行
　無免許運転等の厳罰化、自転車の
　道路右側の路側帯通行禁止など

③平成26年12月13日までに施行
　﹁環状交差点﹂の通行ルールの新設

②平成26年₆月13日までに施行
　﹁一定の病気等﹂にかかっている
　ドライバー対策など

④平成27年₆月13日までに施行
　自転車の悪質運転者に対する
　講習制度の新設など

　ドライバー・自転車運転者関連の改正が行われ₄段階で順次施行されます。

【県重点】
　●高齢者の交通事故防止
　●自転車の安全利用の推進
　●飲酒運転の根絶と路上寝込みなどによる
　　交通事故防止
【市重点】
　●自転車の交通ルールの順守とマナー向上

お知らせ

12月1日日～14日土
運動の重点

れ
た
道
で
も

落
と
し
穴

慣

が
ら
運
転
は

危
険
で
す

な

事
故
で
越
そ
う

歳
末
を

無
画面の操作に熱中して周囲の
様子が見えていない

ア
ッ
ピ
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